JCA-NE T2023 年 5 月 24 日 
小 凡 利 丸 


問題 意識 (案内 文 か ら ) 


・ 行政 や 教育 へ の 導入 や 民間 企業 の 開発 な ど が 野放し で すす む 一 方 で 、 問 題 
点 の 指摘 も 増え て こき て は いる も の の 、 規 制 の 議論 も 国益 や 企業 に 思惑 な ど 
が 先行 し て 私 た ちの コミ ュ ニ ケー ショ ン の 権利 を 中 心 に 据え て の 議論 は ま 
だ 十分 で は な い 


・ あ た か も ChatGPT と の 対話 を 人 間 と の 対話 に な ぞ ら えて 話題 に する こと へ の 
疑問 が ほとん ど 見 受け られ な い 。 


・ 学 校 現場 、 行 政 の 住民 と の 交渉 な ど 、 民 主 主 義 や 人 権 の 基本 的 な 基盤 と の 
関係 に つい て の 議論 が 不 十分 で は な いか 。 


・ 生 成 At が も た ら す 省力 化 = 機 械 化 = 合理 化 と いう 資本 主義 の 基本 的 な 構造 を 
前 提 に する と 、 大 量 の 失業 者 を 生む 可能 性 が ある 。 
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問題 意識 (案内 文 か ら ) 


そもそも 人 間 に と っ て の | 対話 」 と は どの よう な こと な の か 、 
人 と の 対話 と 人 工 知 能 と の 対話 を 同じ よう に 扱う こと は で きる 
の か 、 あ る い は 、 人 と 同じ よう に 扱う こと が 社会 的 に 広く 採用 
され る こと に よっ て 私 た ちの 価値 観 や 信条 、 感 情 な ど に これ ま 
で に は の み ら れ な か っ た 問題 を 引き 起す リス ク は な い の で し ょ う 
か 。 し か も 、 こ うし た 「 対 語 」 の 過程 が 、 同 時 に 私 た ちの コ 

ミュ ニケ ーション に 関す る デー タ の 収集 手段 に な る こと に よっ 
て 、 私 た ち 一 人 一 人 の 考え 方 や 行動 を 予測 する な ど 監 視 社 会 の 
手段 と し て 利用 し うる 危険 性 も あり えま す 。 
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省庁 横断 : Ar 戦略 会 議 


2923 年 5 月 11 日 第 一 回 

江間 有 沙 東京 大 学 未 来 ビ ジョ ン 研 究 セ ンタ ー 准 教 授 、 岡 田 淳 森 ・ 演 田 松本 法律 事務 所 
弁護 士 、 川 原 詩 博 東京 大 学 大 学院 工学 系 研究 科 教授 、 北 野 宏明 株 式 会 社 リ ニー リサ ー 
チ 代表 取締 役 CEO、 佐 渡島 席 平 株 式 会 社 コ ルク 代表 取締 役 社長 、 田 中 邦 裕 さく ら イ ン 
ター ネッ ト 株 式 会 社 代表 取締 役 社長 、 松 尾 豊 東京 大 学 大 学院 工学 系 研究 科 教授 【 座 
長 】、 山 口 真 一 国際 大 学 グ ロー バル ・ コ ミュ ニケ ーション ・ セ ンタ ー 準 教授 

( 政府 側 参加 者 ) 


岸田 文雄 内 閣 総理 大 臣 ( 第 1 回目 の み ) 、 高 市 早苗 科学 技術 政策 担当 大 臣 、 尾 崎 正 直 
デジ タル 大 臣 政 務 官 (代理 出 護 )、 谷 公 一 国務 大 臣 ( サ イ バ ー セ キュ リティ 戦略 本 部 副 
本 部 長 ) 、 松 本 剛 明 総務 大 臣 、 油 和 生 文部 科学 副 大 臣 ( 代 理 出 護 ) 、 西 村 康 稔 経済 産 
業 大 臣 、 (中谷 真一 経済 産業 副 大 臣 ) 、 村 井 英 樹 内 閣 総理 大 臣 補佐 官 ( 司 会 進行 ) 
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AI 関連 の 政府 組織 の 中 心 が 内 閣 奉 


https : //www8 . cao . go. ]D/cstp/ai/index . htm1 

・ Al 戦略 会 議 (・ イ ノ ベ ー シ ョ ン 政 策 強化 推進 の た め の 有 識者 会 議 
https : //www8 . cao . go . Jp/cstp/ai/a1i_senryaku/a1_senryaku. htm1 
・Ai 戦 略 チ ー ム (関係 省 店 連携 ) 

https : //www8 . cao . go. ]D/cstp/a1/a1i_team/a1_team .htm1 

・ 人 間 中 心 の Ai 社会 原則 会 議 

https : //www8 . cao . go. Jp/cstp/ai/ningen/ningen . htm1 

・ AI 戦略 2922 

https : //www8 . cao . go. jp/cstp/a1/aistrategy2922_honbun.pdf 
各省 店 取り 組み 役割 分 担 

httDps : //www8 . cao. go. Jp/cstp/ai/aistrategy2922_bessi . pdf 


| 論点 2 AI の 懸念 - リ スク 


・ プ ライ バシ ー の 侵害 、 犯罪 へ の 使用 な と 人 権 や 安心 を 脅かす 行為 に と う 対処 する か ? 

・ 機 密 情報 の 流出 、 サイバー 攻撃 の T 妙 化 な と セキ ュ リ ティ 上 の リス ク に と う 対 処す る か ? 
・ 誤 情報 、 庶 偽 情 報 、 偏向 情報 等 が 慕 延 する 問題 に と う 対応 する か ? 

・AI が 知 的 財産 権 を 只 か し て いな いか ? 

・ 穫 明 性 を と どの よう に 確保 すべ きか ? 

・AI の 利用 に 当たっ て の 責任 を どの よう に 考え る か ? 

・ 諸 外国 に お ける ルー ル 形 成 、 国際 的 な 規律 ・ 標 準 の 検討 な と ど に と の よう に 対応 する か ? 


(懸念 リス ク の 例 ) ・ 国 に よっ て 考え 方 が 異な る 中 で 、 と の よう に 国際 的 な 協調 を 
・ AI と の 対話 か ら 個人 情報 が 搾取 され る 、 AI が 武器 の 製造 図っ て いく か ? 

方 法 や 詐欺 の や り 方 な ど を 教え て し まう 。 ・ 事例 や 対応 策 等 の 知見 を 諸 外 国 か ら も 収集 し 、 日 本 の 法 
・ AI と の 対話 か ら 機密 情報 が 流出 する 、 AI に よっ て サイ バー 攻 制度 や ガイ ドラ イン 等 で 対応 可能 か 舎 か な と 、 専門 家 の 見 

繋が 1 妙 化す る 。 解 も 聴取 し 、 政策 に 活か す 必 要 が ある 。 


・ 簡単 に 生成 可能 な フェ イク 画像 、 偏っ た デー タ で 学習 し た AI、 


AI が 出力 する 誤 情 報 な と が 社会 を 混乱 させ る 。 AI の 時 代 に 国民 を 保護 する た め 、AT 
2 等 の 自動 化 シ ステ ム の 


・ AI が オリ ジ ナ ル デ ー タ に 類似 し た 生成 物 を 出力 し て し まう 。 Mei 設計 ・ 使 用 ・ 導 入 の 指針 と な る べき 


、 ュー 原則 を と り まとめ 。 
不適 切な テー タ の 存在 悪用 する 者 の 存在 
質問 リス ク の 度合 い に 応じ て AI を 区 分 し 、 

規制 を 行う 法案 を 提案 。 
6 震 に AI の 開発 ・ 普 及 に お いて 社会 的 信頼 

人 を 促進 し つつ 、 イノベーション を 志向 

生成 物 . 重 要 イ ン フ ラ 教 し た リス ク ・ ベ ー ス で の 規制 導入 

訓練 で の 利用 等 を 規制 な ど アブ ロー チ を 提示 。 


省庁 横断 : At 戦略 会 議 


2 
点 」 懸 念 、 リ スク に つい て 


政府 に よる プラ イバシー 侵害 、 情 報 漏洩 、 偽 
情報 、 偏 向 情報 な ど を 設計 段階 で 防御 する と 
いう 観点 が な い 


っ ララ 人 人 プー 
省庁 横断 : 統合 イ ショ ン 戦 略 推進 


2918 年 、 内 閣府 に 設立 、 量 子 、 桜 融合 、 経 済 安保 な ども 審議 


| 統合 イノ ベー ショ ン 戦 略 」 (平成 39 年 6 月 1 5 日 閥 議決 定 ) に 基 
づき 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン に 関連 が 深い 司令 塔 会 議 で ある 総合 科学 技術 ・ 
イノ ベー ショ ン 会 議 、 デ ジタル 社会 推進 会 議 、 知 的 財産 戦略 本 部 、 健 
康 ・ 医 療 戦略 推進 本 部 、 宇 宙 開 発 戦略 本 部 及び 総合 海洋 政策 本 部 並び 
に 地理 空間 情報 活用 推進 会 議 に つい て 、 横 断 的 か つ 実 質 的 な 調整 を 図 
る と と も に 、 同 戦略 を 推進 する た め 、 内 閣 に 統合 イノ ベー ショ ン 戦 略 
推進 会 議 ( 以 下 「 会 議 」 と いう 。 ) を 設置 する 。 

Ar 戦略 2922 を 策定 


「 A 1 戦略 2022」 の 概要 


@「 人 間 章 重 」、「 多 様 性 」 、「 持 続 可 能 」 の 3 つの 理念 の も と 、 Society 5.0 を 実現 し 、SDGs に 貢献 。 に 
e 3 つの 理念 の 実装 を 念頭 に 、 5 つの 戦略 目標 (人 材 、 産 業 競争 力 、 技術 体系 、 国際 に 加え 、 ン 戦略 失 
- 示 


差し 迫っ た 危機 へ の 対処 ) を 設定 。 


@ 特に 、 Ai 戦略 2022 に お いて は 、 社会 実装 の 充実 に 向け て 新た な 目標 を 設定 し て 推進 する と と も に 、 
パン デミ ッ ク や 大 規模 淡 害 等 の 差し 迫っ た 危機 へ の 対処 の た め の 取 組 を 具体 化 。 2 2 


@ な お 、 AI に 関し て は 、 経済 安全 保障 の 観点 の 取組 も 始ま る こと を 踏ま え 、 政府 全体 と し て 効果 的 な 重点 
化 を 図る た め の 関 係 施策 の 調整 や 、 量子 や バイ オ 等 の 戦略 的 取組 と の シナ ジー を 追求 すべ きこ と を 提示 。 


犬 炒 締 人 体 徐 


戦略 目標 0 : 
バン デミ ッ ク や 大 規模 淡 害 に 対し 、 人 々 の 生命 と 財産 を 最大 限 に 守る 体制 と 技術 
基盤 を 構築 、 適 正 か つ 持続 的 に 運用 


産業 競争 力 国 隙 


差し 迫っ た 危機 へ の 対処 | 語る 
国家 地球 上 強 萌 な 


「 他 国 の 先進 的 な 事例 」 と の 比較 に 基づき 、 新た な 目標 を 設定 し て 推進 


備 理 
Ar 社会 原則 


産業 ・ 社 会 の 基盤 作り 


デー タ デジ タル ・ ガ バ メ ント 
関連 基盤 中 小 ・ 新 興 支援 


(参考 ) A+ 戦略 の これ まで の 進捗 状況 等 と 新た な 戦略 の 必要 性 


Ai 戦略 の 進捗 状況 
ソ 2020 年 度 未 に 実施 し た フォ ロー アッ プ で は 、 当該 年 度 を 期 
限 と し た 取組 に つい て 、9096 (171 件 中 154 件 ) が 、 

計画 通り に 進捗 
各 取 組 は お お お ね 計画 通り 進捗 し て いる が 、 進行 中 の 取 
組 が 多く 、 効果 に つい て は 、 まだ 十分 に 実感 で き て いな い 


AI 技術 を 巡る 国内 外 の 情勢 変化 
Ei 


Al 技術 は 「 国 家 安全 保障 」「 民 主 主 義 保全 など 社 会 の 根本 
機能 維持 の 必須 技術 に 


黄 < 国家 安全 保障 の 観点 か ら 、 AI 政策 の 抜本 見 直し 予算 強化 
ーー (2026 年 まで に Ar 予算 ( 非 国 防 ) を 年 間 320 億 ドル ( 


" 軍 の 戦略 能力 向上 の た め 、 機械化 や 情報 化 え 、 Al を 活用 する 「 智 能 化 」 を 加 
AT 戦略 の 主 な 成果 障 還 速 (2021 年 3 月 新 5 か 年 計画 (2021-25 年 ) 発 表 ) 
【 教 育 改革 】 


・「 数 理 ・ デ ー タ サイ エン ス ・A1 教 育 プ ログ ラム 認定 制度 (リテラ シー 
レベ ル ) 」 の 開始 (2021.8 ま で に 78 件 認定 ) 
・「G1GA ス クー ル 構 想 」 の 前 倒し 実施 


【 研 究 開発 体制 の 再 構築 】 


・「 人 工 知能 研究 開発 ネッ トワ ー ク 」 の 設立 、 参画 機関 同士 の 情報 
連携 促進 (2021.9 時 点 で 116 機 関 が 参画 ) 


(EU 域 内 で 使用 され る AI シス テム を 対象 、 "禁止 シス テム "、 " 高 リ スク シス テム "等 4 
段階 に 分 類 。 違反 すれ ば 最高 3,.000 万 ユー ロ 等 の 入金 ) 


1 " 「AI 利 用 に 関す る 包括 規制 案 」 公 表 (2021 年 4 月 ) 
州 


これ まで 前 提 と し て きた 社会 ・ 経 済 シス テム の 変革 
・ コロ ナ 褐 で の テレ リーク 等 の 進展 や 生活 スタ イル の 変化 
・ デジ タル 化 の 推進 (デジ タル 庁 の 発足 、 ガ バ メ ント クラ ウド ) 


【 社 会 実装 】 
・「 ス マー ト 肛 業 実証 ブロ ジェ クト 」 の 実証 中 (2020 年 度 は 148 地 区 後発 生 し うる 大 規模 災害 や バン デミ ッ ク へ の 備え 
に お いて 実施 ) ・ 首都 直下 型 地震 南海 トラ フ 地震 、 大 規模 火山 噴火 、 巨大 台風 


・ 国土 交通 ブ プラットフォーム の 構築 
・ コン テ ナ 物 流 の 生産 性 向上 の た め の 港湾 関連 デー タ 連 携 薄 盤 の 
構築 


な お と の Disaster-Ready 
・ COVID-19 の みな ら ず 今後 発生 し うる 新興 感染 症 に 対す る 
Pandemic-Ready 


国内 外 の 情勢 や 技術 動向 を 踏ま え 、 大 き な 価値 の 創出 に つなが る AT の 社会 装 の 促進 等 に 向け た 
戦略 (新た な 目標 設定 等 ) が 必要 


AI の 社会 実装 の 推進 に 臨む 姿勢 6 


@ 我が国 に お いて AI の 実装 を 進め る た め に は 、 社会 の テ ジ タ ル 化 の 更 な る 推進 が 必要 。 


@ また 、 AI に 関し て 、 下記 の よう な 思い 込み を 捨て る こと が 必要 。 


Ai は 人 の 仕事 を 技術 者 だ けが デー タ が 全て ? 
代替 する ? デ AI を 深く 理解 で きる ? アー 
人 が 行う 、 実 際 に - - ー 
ie AI の シス テム を 構築 で きる よう な 技術 者 を AI の 利 活用 に 先だって 、 十分 な デー タ の 入 、 
又は 、 わずか の 間違い も 許容 され な い シ ビ ピ 求め て いて は 、 AI の 導入 は 遅れ が ち 。 手 を 待っ て いて は 、 AI の 導入 は 遅れ が ち 。 
ア な も の 。 
sb、 
\ 志 
AI は 理解 で きる 
AI は 人 と 協調 する 
世界 的 に 、 AI 利 活用 方 策 の 探索 が 進展 。 デー タ は 確か に 重要 。 
人 と AI が 協調 し て いく こと で 、 自ら AI を 構築 し な く と も 、 既存 の AI を 利用 し か し 、 AI に よる サー ビス 提供 を 通じ て デー 
労力 を 最小 化し 、 利益 を 最大 化す る し 、 他 の 部 分 で 差別 化し て いく こと も 一 つの タ を 取得 する よう な ルー プ を 形成 し 、 サー ビス 
こと が 可能 と な る 。 有効 な 手段 提供 と デー タ 収 集 を 両立 する こと が 重要 。 
(すべ て を 開発 する 必要 は な い ) 


ヤヤ や ね や ね や ね や ね や ね や ね や ね や ね や ね や ね や ね や ね や ね サヨ キヨ キ ぉ 《, ら らら ぉ ふふふ ふふふ 
AI は 人 と 和 調 で きる と は 限ら な い 


・ AI 導入 で 全 従 業 員 の 4 割 5.5 万 人 削減 へ に ' 英 ブリ ティ ッシュ ・ テ レコ ム 
httDps : //www.fnn.]p/articles/-/5399099 


* RA022 計 較 組 還 ( ン パ クト ー 人 研究 者 ら の 分 析 が 相次ぐ 」 労 働 政 策 研究 ・ 研 修 機 
f 


https : //Www. ]11 .go.]p/foreign/]1ihou/2923/95/usa_92 .htm1 


「 チ ャ ッ ト GPT を 開発 し た 0pen AIt 社 と ペン シル ベニ ア 大 学 の 研究 者 ら は 3 月 27 日 、 米 国 の 
労働 者 の 約 8 割 が 、 自 ら の 仕事 の 少な く と も 199% に つい て 影響 を 受け る 可能 性 が ある と 推 
計 。 プ リン スト ン 大 学 の 研究 者 ら は 、 賃 金 の 高い 仕事 ほど AI の 影響 を 受け や すい こと な ど 
を 指摘 」 


「 影 響 を 受け る 可能 性 が 高い 職業 と し て 、 数 学者 、 税 理 士 、 ラ イタ ー・ 作 家 、 ウ ェ ブ デザ 
イナ ー、 会 計 士 、 記 者 な ど 」 


# 私 た ちの 価値 観 や 世界 観 な ど に 影響 を 及ぼ す 職 業 か ら 人 が AI に 置き 換わる 傾向 が ある 。 
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AT は 人 と 協調 で きる と は 限ら な い 


60 /0(%) 


う げ 


に ーーー ジー ジー ニー ニーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーー ニー ニーーーーー ニ ーー ニー ツーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニーーーーーーー4 ーーー ーー ーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー+ 


業務 効率 ・ 生 産 性 の 向上 9 


不定 し て いる 労働 力 の 補完 


事故 故障 等 の 予防 、 安 全 性 の 向上 


既存 の 商品 ・ サ ービス の 高度 化 


商品 ・ サ ービス の 新規 人 間 四 四 四 四 11.5 


新しい 価値 を も っ た 商品 


研究 、 開 発 、 設 計 等 の 効率 化 、 高 度 化 


人 員 や 機械 設備 等 の 最適 配置 の 実現 mm] 26.2 


計画 等 立案 の 高速 化 、 精 級 化 


その 他 ie 


ーー キト 0 ニニ 
地方 自治 体 の At の 導入 状況 AT の 機能 別 導入 状況 て ① 


@ 令 和 3 年 度 調査 で は 「 音 声 認識 」(431 件 )、 AI-OCR 等 が 該当 する 「 文 字 認 識 」(429 件 ) の 導入 件 数 が ほぼ 同数 で 
最多 と な っ た 。 

@ 令 和 2 年度 調査 と 同様 、 全体 と し て 業務 ツー ル 系 の Al 導入 が 進ん で いる 。 業務 効率 化 に 資す る AI は 比較 的 導入 件 
数 が 少な いも の の 、 調査 開始 以降 一 買 し て 増加 し て いる 。 


音声 37 69 導入 件 数 (件 ) 
239 
音声 の テキ スト 化 、 声 の 識別 ) 
業務 ツー ル = 431 


チャ ッ ト ボ ッ ト に よる 応答 


(行政 サー ビス の 案内 ) 


( 副 要 と 供給 の 調整 ) 54 


82 
に 4 回 昌 N 
住民 と の 接点 に な る 問い 合わ せ 業 務 が AT 
業務 効率 化 画像 ・ 動画 認識 9 
(画像 や 動画 の 特徴 の 認識 ・ 検 出 ) is 44 64 
数 値 予 測 (変化 する 数 理 の 将来 予測 ) ョ 8 
191 「 自治体 に お ける AI・RPA 活 用 促進 」 総 務 省 2622 
10 ぅ っ httDs : / /Www . SOumu .gO.]D/ma1in_content/ 
その 他 ニコ 37 99822198 ndf 
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内 閣 対 : At 戦略 チー ム (関係 省 店 連携 ) 


AI に 関す る 課題 は 多岐 に わた る た め 、 村 井 英 樹 総理 補佐 官 の 下 、 関 係 省 店 の 


実務 者 級 ( 審 議 官 ・ 課 長 級 ) の チー ム を 編成 し 、A 戦 略 会 議 に お ける 議論 等 
を 踏ま え 、 様 々 な 課題 に 対し て 関係 省 店 連携 し て 迅速 に 対応 し て いく 。 
httDps : //www8 . cao . go . ]D/cstp/a1/a1_team/a1_team . html 


※ こ の チー ム に は 厚 労 省 、 警 察 庁 、 防 衛 省 が 参加 し て いな い 
2023 年 4 月 24 日 第 一 回 
議事 1.ChatcPT な ど 生 成 系 Ar を 利 活用 する 場合 の 留意 点 
2. 各 省庁 に よる ユー スケ ー ス に つい て (実例 、 予 定 ) 
3.G 7 に 向け た 準備 状況 


エッ エ ヤ エ ヤ C ヤ エ K ヤ エ ヤ K 所 や ovm1 む ヤ む ヤキ ヤキ パヤパヤ パ ハ パ ハ ゃ や や へ や へ や へ や へ WW 
内 閣 対 : At 戦略 チー ム (関係 省庁 連携 ) 


【 チ ー ム 長 】 内 閣 総 理大 臣 補 佐 官 村井 英樹 

【 構 成員 】 

内 閣府 科学 技術 ・ イ ノ ベ ー シ ョ ン 推 進 事務 局長 松尾 泰樹 

内 閣府 科学 技術 ・ イ ノ ベ ー シ ョ ン 推 進 事 務 局 長 補 渡邊 昇 治 
デジ タル 庁 統 括 官 楠 正憲 

内 閣府 科学 技術 ・ イ ノ ベ ー シ ョ ン 推 進 事 務 局 参事 官 根本 朋 生 
内 閣 官房 内 閣 サ イ バ ー セ キュ リティ セン ター 参事 官 佐伯 宣 昭 
デジ タル 后 統 括 官 付 参 事 官 野崎 彰 

総務 省 大 臣 官房 企画 課長 大 村 真 一 

総務 省 国際 戦略 局 技術 政策 課長 川野 真 秘 

文部 科学 省 大 臣 官 房 政 策 課 長 次 田 彰 

経済 産業 省 産 業 技術 環境 局 研究 開発 課長 大 隅 一 際 

経済 産業 省 商務 情報 政策 局 総務 課長 西川 和 見 

内 閣府 知 的 財産 戦略 推進 事務 局 参事 官 塩原 誠志 

個人 情報 保護 委員 会 事務 局 参事 紀 吉屋 拓 之 


エッ エ ヤ エ ヤ KC ヤ CK ヤ エ ヤ 所 や ヤリ 05 や 5 や ヤキ 9 すす 9 すう ラサ ラサ ササ キキ や ハハ ね ハ ね へ ハ へ ハ へ へ WWW 
内 閣 誰 : Ar 戦略 チー ム (関係 省庁 連携 ) 文科 省 


生成 AT(Chat GPT ) の 学校 現場 で の 取扱 い に 関す る 今後 の 対応 5 月 8 日 文部 科学 省 初等 中 等 教育 局 
1 , 当面 の 工程 

【 4 月 下旬 】 学識 経験 者 及び 現場 教員 に 対す る 書面 ヒア リン グ を 開始 

【5 月 8 日 】AI 戦略 チー ム ( 第 2 回 ) 

【 5 月 中 旬 】 中 央 教育 才 議 会 (デジ タル 学習 基盤 特別 委員 会 ) で ガイ ドラ イン 策定 の 方 針 を 議論 
【 5 月 下旬 以降 】 具体 的 な 策定 作業 

で きる 限り 速やか に 、 ガ イド ライ ン ver1.9 を 公表 

2 , 現時 点 で の 項目 イメ ー ジ 

” 生成 A Ii に つい て の 説明 

"情報 活用 能力 と の 関係 

"年 齢 制限 の 扱い 、 著 作 権 の 扱い 

"活用 が 考え られ る 場面 、 禁 止 すべ き と 考 えら れる 場面 

”* 授業 デザ イン の アイ デア 0 NR RPM IM 


Il ChatGPT 等 に 対す る 各国 の 個人 情報 保護 当局 の 対応 


4 月 4 日 、 調査 開始 を 発表 


(》 


ChatGPT を 調査 中 
aa 


4 月 13 日 、EDPB (欧州 デー タ 保 護 会 議 ) 
が ChatGPT 対策 の タス ク フ ォ ー ス を 設置 


ビ 
生 


OpenAI 社 と 連絡 を 取り 
合い 、 違 反 等 が な いか 確 
認 (4/18 報 道 ) 


ChatGPT を 調査 中 
(4/12 幸 道 ) 


、 調 倉 開始 を 発表 


・3 月 30 日 、 ChatGPT の 国内 利用 の 一 時 停止 を 命令 。 調 
査 開始 を 発表 。 

・4 月 5 日 ・11 日 、OpenAIl 社 と 会 議 。 

・4 月 12 日 、OpenAI 社 が 取り 組む お べき 是正 措置 を 発表 。 

・4 月 28 日 、 OpenAI 社 に よる 改善 措置 を 受け 、 ChatGPT 
の 国内 利用 の 一 時 停止 命令 を 解除 。 引き 続き 、 残る 是正 
措置 の 実施 を 求め る と と も に 、 調査 を 継続 (EDPB タ スク 
フォ ー ス の 下 で の 調査 を 含む ) 。 


4 月 3 日 、 生 成 Al の 開発 者 等 
が 久 意 すべ き ボ イン ト を 発表 


At 戦略 チー ム (関係 
省庁 連携 ) 第 二 回 会 
議 資料 https : // 
WWwW8 . Cao . gO.]D/ 
cstp/ai/a1i_team/ 
2kai/shiryo3.pdf 
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人 間 中 心 の A { 社会 原則 会 議 」 の 設置 に つい て 

平成 31 年 2 月 15 日 

A {戦略 実行 会 議決 定 

1 。 A 1 戦略 実行 会 議 の 下 、A 1I を より 良い 形 で 社会 実装 し 共有 する た め の 
基本 原則 を 検討 し 、A 1 戦略 に 反映 させ る こと を 目的 と し て 、「 人 間 中 心 
の A 1 社会 原則 会 議 」 (以下 「 会 議 」 と いう 。 ) を 設置 する 。 会 議 は 人 工 知 
能 技 術 戦 略 会 議 の 下 に 設置 され た 「 人 間 中 心 の A { 社会 原則 検討 会 議 」 に 
お ける 議論 を 基 に 、「 人 間 中 心 の A { 社会 原則 」 を 検討 し 、 統 合 イ ノ ベ ー シ 
ョ ン 戦 略 推 進 会 議 に 提案 する 。 

https : //www8 . cao . gO. ]D/cstp/a1/ningen/r2_1kai/sanko1 .pdf 
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人 間 中 心 の AI 社会 原則 

https : //www8 . cao . go.]p/cstp/a1/aigensoku.pdf 

第 一 回 議事 要旨 2919 年 2 月 

(1) 関係 府 省庁 で の AI 関連 の 指針 ・ 原 則 ・ ガ イド ライ ン 等 の 策定 状況 に つい て 

事務 局 か ら 資 料 1 に 基づき 、 関 係 府 省庁 が 国内 に て 取り 組ん で いる AI 関連 の 指針 ・ 原 則 ・ ガ イド ラ 
イン 等 に つい て 説明 が 行わ れ た 。 

(2) AI に 関す る 国際 的 議論 の 動向 

総務 省 か ら 資 料 2 に 基づき 、A1I に 関す る 国際 的 議論 、 特 に OECD、GPAI、UNESC0、 及 び 欧 州 評議 
会 の 動向 に つい て 説明 が 行わ れ た 。 

3) 最新 の AI に 関す る 動向 (研究 開発 ・ELSI ) に つい て 

国内 外 に お ける 最新 の AI に 関す る 動向 と し て 、 福 田 構成 員 か ら 資 料 3 一 1 に 基づき AI の 研究 開発 
に つい て 、 平 野 構成 員 か ら 資 料 3 一 2 に 基づき AI の ELSI に つい て 説明 が 行わ れ た 。 
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人 間 中 心 の AI 社会 原則 
nttbps : //www8 . Cao . gO . ]D/CStD/a1gensoku. pdfT 
尼 要 


https : //www .mhlw. go . ]D/content/ 
19691999/999592267 . pdf 


人 間 中 心 の AI 社会 原則 (人 間 中 心 、 教 育 ・ リ テラ シー 


(1) 人 間 中 心 の 原則 

と Al は 、 人 間 の 労働 の 一 部 を 代替 する の みな ら ず 、 高 度 な 道具 と し て 人 間 を 補助 する こと に より 、 
人 間 の 能力 や 創造 性 を 拡大 する こと が で きる 。 

と ヶ Al の 利用 に あたっ て は 、 人 が 自ら どの よう に 利用 する か の 判断 と 決定 を 行う こと が 求め られ る 。 
Al の 利用 が も た ら す 結果 に つい て は 、 問題 の 特性 に 応じ て 、Al の 開発 ・ 提 供 ・ 利 用 に 関わ っ た 
種々 の ステ ー ク ホル ダー が 適切 に 分 担 し て 責任 を 負う べき で ある 。 


(2) 教育 *・ リ テラ シー の 原則 
と ヶ Al の 利用 者 側 は 、 ーー ニシ ーー FT つけ て いる こと が 堂 まれ る 。 
特に 、Al に 普 ) は 、Al を 社会 が 知識 と 倫 
て いな けれ ば な ら な い 。 


と Al に つい て の 教育 ・ リ テラ シー を 育む 教育 環境 が 全て の 人 に 平等 に 提供 され な けれ ば な ら な い 。 


と ヶ 我々 の 社会 に お いて は 誰 で も Al、 数理 、 デ ー タ サイ エ : 
ム と な っ て いる べき で あり 、 全て の 人 が 文理 の 境界 を 超え て 学ぶ * 要 が ある 。 


(3) プラ イバシー 確保 の 原則 

> パー ソナ ル デ ー 2 を 刊 用 し た A 及 びそ の Al を 活用 し た サー ビス ・ ソ リュ ーション に お いて は 、 政 府 
に お ける 利用 を 含め 、 個 人 の 価 厳 、 平 等 が 侵害 され な いよ うに すべ き で ある 。 

と ヶ Al の 使用 が 個人 に 害 を 及ぼ す リ スク を 高め る 可能 性 が ある 場合 に は 、 そ の よう な 状況 に 対処 す 
る た め の 技 術 的 仕組 みや 非 技術 的 枠組 み を 整備 すべ き で ある 。 


人 間 中 心 の Ai 社会 原則 (セキ ュ リティ 、 公 正 競 争 確保 、FAT) 


(4) セキ ュ リ ティ 確保 の 原則 

と 少な く と も 現在 想定 で きる 技術 の 範囲 で は 、 意 図 的 な 攻撃 に 対し て Al が 常に 適切 に 対応 する こ 
と は 不可 能 で あり 、 セキ ュ リ ティ に 対す る 新た な リス ク も 生じ る 。 社会 は 、 全体 と し て 社会 の 安全 
性 及び 持続 可能 性 が 向上 する よう に 務め な けれ ば な ら な い 。 

と 社会 は 、AlI の 利用 に お ける リス ク の 正しい 評価 や その リス ク を 低減 する た め の 研 究 等 、 リ スク 管 
理 の た め の 取 組 を 進め な けれ ば な ら な い 。 


(5) 公正 競争 確保 の 原則 


と Al の 利用 に よっ て 、 富 や 社会 に 対す る 影響 カカ が 一 部 の ステ ー ク ホル ダー に 不当 過剰 に 偏る 社 
会 で あっ て は な ら な い 。 


(6) 公平 性 、 説 明 責任 及び 透明 性 の 原則 (Fairness, Accountability, Transparency) 

と ヶ Al の 設計 思想 の 下 に お いて 、 人 々 が その 人 種 、 性 別 、 国籍 、 年 齢 、 政治 的 信念 、 宗 教 等 の 多様 
な バッ ク グ ラウ ンド を 理由 に 不当 な 差別 を され る こと な く 、 全て の 人 々 が 公平 に 扱わ れ な けれ ば 

と ヶ Al を 利用 し て いる と いう 事実 、Al に 利用 され る デー タ の 取得 方 法 や 使用 方 法 、Al の 動作 結果 の 
適切 性 を 担保 する 仕組 みな ど 、 用 途 や 状況 に 応じ た 適切 な 説明 が 得 ら れ な けれ ば な ら な い 。 

と 人 々 が AI の 提案 を 理解 し て 判断 する た め に 、Al の 利用 ・ 採 用 ・ 運 用 に つい て 、 必要 に 応じ て 開 
か れ た 対話 の 場 が 適切 に 持た れ な けれ ば な ら な い 。 


昌 (イノ ベー ショ ン ) 


(7) イノ ベー ショ ン の 原則 

ヶ Society 5.0 を 実現 し 、Al の 発展 に よっ て 、 人 も 共に 進化 し て いく よう な 継続 的 な イノ ベー ショ ン を 
目指 す た め 、 国境 や 産学 官民 、 人 種 、 性 別 、 国籍 、 年 齢 、 政治 的 信念 、 宗 教 等 の 垣根 を 越え て 、 
幅広 い 知 識 、 視 点 、 発 想 等 に 基づき 、 人 材 ・ 研 究 の 両面 か ら 、 
を 推進 する べき で ある 。 

と ヶ Al を 効率 的 か つ 安 心して 社会 実装 する た め 、Al に 係る 品質 や 信頼 性 の 確認 に 係る 手法 、Al で 
活用 され る デー タ の 効率 的 な 収集 ・ 整 備 手法 、Al の 開発 ・ テ スト ・ 運 用 の 方 法論 等 の Al 工学 を 確 
立 し な けれ ば な ら な い 。 

と ヶ Al 技術 の 健全 な 発展 の た め 、 プ ライ バシ ー や セキ ュ リ ティ の 確保 を 前 提 と し つつ 、 あ ら ゆ る 分 野 
の デー タ が 独占 され る こと な く 、 国境 を 越え て 有効 利用 で きる 環境 が 整備 され る 必要 が ある 。 

ヶ 政府 は 、Al 技 術 の 社会 実装 を 促進 する た め 、 あ ら ゆ る 分 野 で 阻害 要因 と な っ て いる 規制 の 改革 
等 を 進め な けれ ば な ら な い 。 


総務 省 


ChatGPT 等 の 生成 AI の 業務 利用 に つい て 
https : //www . Soumu . go . ]D/main_content/999879561 .pdf 
AI ネッ トワ ー ク 社会 推進 会 議 
「 報告 書 2622」 (本 文 ・ 別 紙 ) PDF 
httDps : //www . Soumu . gO . ]D/main_content/999826793.pdf 
< 別冊 > 「 安 心 ・ 安 全 で 信頼 性 の ある AI の 社会 実装 」 に 関す る グッ ド プ ラク ティ ス 集 (取組 事例 集 ) PDF 
httDps : //Www . Soumu . gO . ]D/main_content/9998267094.pdf 
「 報告 書 2622」 ( 概要 ) PDF 
https : //www . Soumu . gO . ]D/main_content/999826795.pdf 
「 自 治 体 に お ける AI・RPA 活 用 促進 」 総 務 省 2022 
httDps : //Www . Soumu . gO . ]D/main_content/999822108.pdf 


エッ ヤヤ CK ヤ エ ヤ 所 や v ヤ mt0 や ヤ や ヤ 1 ヤ 11† け 3! ね $ ね 6 ね $《《$$ ハ ハハ ハハ ハハ 
テ ジ タ ル 庁 


デジ タル 社会 推進 標準 ガイ ドラ イン 
https : //www .dig1tal . go . ]D/resources/standard_guidelines/ 
DS-199 デジ タル ・ ガ バ メ ント 推進 標準 ガイ ドラ イン 


https : //www.dig1tal .go.]p/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/ 
e2a96143-ed29-4f1d-9c31-9f96fca67afc/ 
8a3b6293/29239331_resources_standard_guidelines_gu1deline_91 .pdf 


DS-119 デジ タル ・ ガ バ メ ント 推進 標準 ガイ ドラ イン 解説 書 


https : //www.dig1tal .go.]p/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/ 
e2a96143-ed29-4f1d-9c31-9f96fca67afc/ 
877c4117/29239512_resources_standard_guidelines_guideline_91 .pdf 


DS-129 デジ タル ・ ガ バ メ ント 推進 標準 ガイ ドラ イン 実践 ガイ ドブ ッ ク 


https : //www.digita] . 8 Jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/e2a96143 
-ed29-4f1d-9c31-9f96fca67afc/6f2f8a35/29239331_resources_standard_guidelines_guideline 
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文科 省 


*x* デジ タル 学習 基盤 特別 委員 会 (第 1 回 ) 資 料 
https : //www.mext .go.]p/kaig1is1iryo/mext_99544 . htm1 


** 信頼 され る AI 
令 和 2 年 度 の 戦略 目標 及び 研究 開発 目標 の 決定 に つい て 
https : //www .mext .go. JpD/b_menu/houdou/2929/mext_99487 .htm1 


*x 王国 学力 ・ 学 習 状況 調査 の 実施 工程 と CBT 化 に よる 影響 
第 4 回 CBT 化 検討 ワー キン ググ ルー プ 発 表 資料 


https : //www .mext .go. Jp/content/29299821-mxt_chousa92-999999469-4.pdf 


** 新 時 代 に お ける 先端 技術 を 効果 的 に 活用 し た 学び の 在り 方 
https : //www.mext .go. JpD/component/a_menu/other/detai1/__icsFiles/afieldfile/2919/96/24/1418387_91.pdf 


文科 省 


*x 教育 デー タ の 利 活用 に つい て 

資料 3 

初等 中 等 教育 局 

学び の 先端 技術 活用 推進 室 

https : //www .mext .go.]Jp/kaigisiryo/content/29299796-mxt_syoto91-999998468-94.pdf 


xx 学校 に お ける 先端 技術 活用 

ガイ ドブ ッ ク (〈( 第 1 版 ) 

ー「 新 時 代 の 学び に お ける 先端 技術 導入 実証 研究 事業 」 の 成果 を 踏ま よ え て 一 
https : //www .mext . go.]JDp/content/29219623-mxt_syoto91-199913299_991.pdf 


xx 今後 の 教育 課程 、 学 習 指導 及び 学習 評価 等 の 在り 方 に 関す る 有識者 検討 会 (第 3 回 ) 議事 録 


令 和 5 年 3 月 24 日 (金曜 日 ) 14 時 99 分 て 16 時 99 分 
https : //www .mext . go.Jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/184/gi]iroku/mext_99902 . htm1 


T5 つ うつ も 5 ゥ 5" ヵ sq ヵ {|hh|1⑮⑨ サ ⑨! サ ! け ヨゴ †† リ ト ]. シ キモ も K ト て ト t ト ト b ト ド じ ⑯ に は ポ b ト オズ 【 ズ |.、 
経済 族 業 省 


我が国 の AI ガバ ナン ス の 在り 方 ver. 1.1 
AI 原則 の 実践 の 在り 方 に 関す る 検討 会 報告 書 


httDs : //www .meti . go.]D/Shingika1i/mono_info_service/a1i_shaka1_]1sso/pdf 
/20219799_1.pdf 


AT ガバ ナン ス 
「AI の 利 活 用 に よっ て 生じ る リス ク を ステ ー ク ホル ダー に と っ て 受容 可能 な 水 
準 で 管理 し つつ 、 そ こ か ら も 


た ら さ れる 正 の イン パク ト を 最大 化す る こと を 目的 と する 、 ス テー ク ホ ル ダ ー 
に よる 技術 的 、 組 織 的 、 及 び 


社会 的 シス テム の 設計 及び 運用 」 と 定義 する 。 


経済 産業 省 


我が国 の AI ガバ ナン ス の 在り 方 ver. 1.1 
AI 原則 の 実践 の 在り 方 に 関す る 検討 会 報告 書 
https : //www.meti . go.]p/shingikai/mono_info_service/a1_shakai_]1isso/pdf/29219799_1.pdf 


「 ガ イド ライ ン の 作成 に あたっ て は 、AI を 利 活用 し て いる 企業 を 中 心 に 、 利 用 者 ・ 技 術 者 ・ ア カ デ ミ ア ・ 
法律 や 監査 の 専門 家 と いっ た 幅広 い ス テー ク ホ ル ダ ー に よっ て 議論 され る べき で ある 。 政府 は 、 そ うし た 
議論 の ファ シリ テー ター と し て 機能 する こと や 、 策 定 さ れ た ガイ ドラ イン を 企業 が 満た し て いる こと に つ 
いて 客観 的 に 評価 する こと で 、 当 該 企 業 に 対す る 社会 の 信頼 を 瞭 成す る 役割 を 担う こと が 望ま し いと 考え 
られ る 」 


「 非 拘束 の 中 間 的 な ガイ ドラ イン の 作成 に あたっ て は 、 諸 外国 の 取り 組み 等 を 参考 に し つつ 、 日 本 の 企業 
ガバ ナン ス の 特徴 に も 目 を 向け る べき で ある 。 従業 員 や 社会 と の つなが り を 大 切 に し て きた 日 本 企業 は 、 
欧米 企業 より も AI リス ク に 対し て 優位 に ある と いう 研究 も ある 。 当該 ガイ ドラ イン に は 、 日 本 企業 の 優 
位 性 を 引き 出す 工夫 が 求め られ て いる 。」 


# 法 的 規制 を 最小 限 に と ど め て 、 企 業 の 裁量 を 最大 化す る こと を 目指 し て いる 。 労働 者 や 消費 者 の 権利 な 
ど 人 権 へ の 関心 は 皆無 、 


*X 英和 2・3 年 度 答申 、 医 療 AI の 加速 度 的 な 進展 を 心 ま えた 生命 代理 
の 問題 」 に つい て C( 日 本 医師 会 生命 偽 理 懇談 会 ) 


httDps : //www . mhlw. go . jpD/content/19691999/999926771 .pdf 

** 保健 医療 分 野 AI 開発 加速 コン ソー シア ム 

https : //www .mhlw.go.]p/stf/shing1i/other-kouse1i_498914_99991 .htm1 
*x 2018 年 11 月 22 日 第 3 回 保健 医療 分 野 AI 開 発 コ ツン ソー シア ム 

AI 活用 を 前 提 と し た ヘル スケ アプ ラッ ト フ ォ ー ム 

httDps : //www . mhlw. go . jpD/content/19691999/999496826 . pdf 


xx 和 2・3 年 度 答申 、 医 療 AI の 加速 度 的 な 進展 を ふま えた 生命 備 理 の 問題 」 に つい て 日 本 医師 会 
生命 倫理 朋 談 会 ) 

「 こ れ ま で の 議論 は 、 医 療 者 が AI を 用 いる 場合 が 中 心 で あっ た 。 こ の 場合 、 新 た な 問題 に 取り 組み つ 
つも 、 従 来 の 医療 行為 に 関す る 法規 制 や ガイ ドラ イン で 対応 で きる こと が 多い 。 一 方 で 、 企 業 が 人 々 の 
生体 情報 を 集め て AI を 開発 する 場合 は 、 別 の 角度 か ら の 議論 が 必要 で ある 。 特に ウェ アラ ブル 機器 や 
個人 用 電子 カル テ (PHR) の 情報 を も と に 医療 AI が 開発 され 、 医 師 を 介さ ず に 商品 化 さ れ た 場合 、 質 の 
保証 や 利用 の あり 方 に 関す る 議論 が 必要 で ある 。 さ ら に 、 保 険 会 社 や 行政 が こう し た AI を 用 いて 医療 
健康 サー ビス に 用 いる 場合 は 、 格 差 や 差別 を 助長 し な いよ うに 倫理 的 議論 も 求め られ る 。」 


# 答申 で は 言及 され て いな い が 、 マ イナ ン バ ー カ ー ド と 保険 証 の 一 体 化 の 問題 な ども 、 上 記 の 危 恨 と 無 
関係 で は な い の で は な いか 。 医師 会 は 、 医 師 あ る い は 関連 する 医療 と いう 職業 が AI に 順次 置き 換え られ 
る の で は な いか と いう 危機 感 が あり そう だ 。 


医療 分 野 に お ける ウェ アラ ブル デバ イス 活用 
https : //www . hitachi-solutions-create . CO . ]D/column/1ot/medical1-wearable-device . html 


CRO 業 界 の これ まで の デー タ 解 析 


三 ーー ノコ 和 ハ デー タ 収 集 デー クタ 整備 、 モ デル 作成 ・ 検 証 モデ ル 実 装 
厚 労 儲 ーー ーー 


伊藤 中 商事 「 医 療 健康 全品 ・ 医 要 自前 /CRO の デー タ サ イエ ン テ ィ ス ト ・ 

析 サ ツ 四 上 上 還 処理 で きる デー タ に 制限 モデ ル 構 築 の 時 間 ・ コ スト 増 限ら れ た 示唆 
ーー フ ヽ 1 弄 JX ロ ルー 

つい て 」2022/8 A2 と DataRobot 社 の AT 解析 サー ビス 

nttpS:/ ル WWW.itOchu.CO.」D/ デー クタ デー クタ 価 、 モ デル 作成 本 モデ ル 実 


jneWS/DreSS/ = 
2022/220810.html 1 


る > 辻 5 


- Healthcare DataRobot 
健 診 *# こ 業務 A2 の デー タ サ イエ ン テ ィ ス ト 
ー カ ガー デー タ っ イラ 5 グ 亡 託 DataRobot の 精度 の 高い モデ ル 構 筑 


扱う デー タ 種 類 ・ 量 が 大 幅 増 モデ ル 構 築 の 時 間 ・ コ スト 減 新た な 示唆 、 因 果 関 係 の 解明 に 


※1 CRO と は 、Contract Research Organization (医薬 品 開発 業務 受託 機関 ) の 略 で あり 、 医 薬品 な どの 開発 に お いて 必要 と な る 業務 
(モニ タリ ング 、 デ ー タ マネ ジメント 、 統 計 有 解析 業 務 等 ) の アウ ト ソ ー シ ン グ ビ ジ ネス の こと 。 


※2 出典 元 : RWE (リア ル ワ ー ル ド エ ビ デン ス ) ソリ ュー ショ 


ン の 世界 市 場 ・COVID-19 の 影響 (一 2026 年 ) 


学会 等 医療 画像 ビッ グ デ ー タ 研究 者 
クラ ウド 基盤 (NII クラ ウド ) 


大 学 ・ 病 院 
本 店 ノ 愉 に ソー 
^ 信 サー バ | 4 
* プ VPN 上 医 答 画像 | 過 Al 画 秦 解析 ME 
ーー を ロロ 9 __JypNL-L 医療 画像 | 店 | Al 画像 解析 
」 | 入 区 。 Py 央 国 ! | 研究 者 
|「 画 SA 


と 1 人 居 deep learning 
匿名 化 ) プ as 
= トー レー ア 


療 画 像 ラ ! 
画 の 高 性 能 ス トレ ー ジ 高 性 能 :PU サ ー バ 
戸 
医療 ビッ グ デ ー タ クラ ウド 基盤 の AT 自動 診断 研究 クラ ウド 革 般 の 機能 大 が ク ラウ ト 上 で デー タク を 解す る = 


東大 先端 科学 技術 研究 セン ター 

https : //www. rcast .u-tokyo. ac . Jp/]a/news/release/2922094098 . htm1 
20922/4 

佐藤 教授 ら の チー ム は 、 医 療 画像 の AI 解析 の た め 、 世 界 に 類例 を 見 な い 医 療 ビ ッ グ デー タク ラウ ド 基 盤 を 構築 し 、 そ れ を AT 自動 
診断 研究 へ 迅速 に 応用 し た の が 評価 され 令 和 4 年 度 科学 技術 分 野 の 文部 科学 大 臣 表 彰 の 科学 技術 賞 ( 科学 技術 振興 部 門 ) を 受賞 
し まし た 。 こ の クラ ウド 基盤 は 日 本 全国 の 学術 機関 を 高速 大 容量 で 結ぶ 専用 ネッ トワ ー ク で ある SINET5 ( *3 ) と VPN( *4 ) 接続 し 
て 構築 し た も の で す 。 

全国 的 な 専門 医 の 偏在 状況 に 少子 高齢 化 が 加わ り 、 専 門 医 療 を 受け られ る 機会 の 減少 傾向 が 地方 に お いて 顕著 と な っ て いま す 。 
それ に と も な い 、 遠隔 医 療 な どの 1ICT に よる 医療 支援 の 機運 が 高まっ て きま し た 。 特 に 、 深 層 学 習 に よっ て 精度 が 飛躍 的 に 高まっ 
た 画像 認識 の 技術 を 医療 画像 へ 応用 する 動き は 全 世 界 で 加速 し て いま す 。 し か し 、 今 まで の 医療 画像 の 解析 は 、 単 独 の 医療 機関 
と 画像 解析 研究 者 と の 一 対 一 の 枠組 み で 研究 され る こと が 大 部 分 で し た 。 

それ に 対し て 、 今 回 受賞 と な っ た 「 医 療 ビ ッ グ デー タク ラウ ド 基 盤 の Ai 自動 診断 研究 へ の 貢献 」 の 取り 組み は 、 複 数 の 診療 科 の 
学会 を 通じ て 全国 の 医療 機関 か ら 医 療 画 像 を 収集 する 仕組 み を 構築 し た の が 特徴 で す 。 従来 と は 比較 に な ら な い ほ ど 大 量 の 医療 
画像 を 迅速 に 収集 する 大 規模 な 医療 画像 ビッ グ デ ー タ の デー タベース を 、 情 報 漏洩 な く 階 名 化し て 安全 に 扱え る クラ ウド 基盤 と 
し て 実現 し た の が まず 評価 され まし た ( 図 1 ) 。 


【 図 1】 医療 ビッ グ デ ー タ クラ ウド 其 懇 の 仕組 み 
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警察 庁 


xx* サイ バー 警察 局 

httDps : //Www . npa.go. Jp/bureau/cyber/index . htm1 

** 先端 技術 の 活用 

httDps : //Www . npa. go . JpD/]Outuu/910.htm 

ォ * (NHK) 爆 発 物 製造 の 情報 サイ バー パト ロー ル 強 化 で Ar 導入 へ 警察 店 2023/4/29 
https : //www3 . nhk . or . ]D/news/htm1/29239419/k19914942441990 . htm1 


「 サ イ バ ー パ トロ ー ル を さら に 強化 し よう と 、 こ と し 9 月 か ら 「 自 然 言語 処理 」 と 呼ば れる 技術 を 活用 し た 
AI を 導入 する 方 針 を 固め まし た 。 


AI が 文章 の 意味 を 自動 で 解析 し 、 危 険 性 が 高い お それ が ある 情報 を 抽出 で きる 技術 で 、 単 語 だ け で な く 前 後 
の 文脈 も 分 析 し て 有 害 情報 を チエ ェ エック で きる と いう こと で す 。 


対象 と な る の は 、SNS の 「 ツ イッ ター」 や 「YouTube」 へ の 投稿 で 、 こ れ ま で の 手動 で キー ワー ド を 打ち 込ん 
で 検索 する 方 法 に 比べ 、 精 度 の 向上 が 見 込め る と し て いま す 。」 


レー。。 ハハ ハハ へ へ へ ペペ パパ ペペ W ペ パパ ベニ エ ボ パ る 
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計 宗 語 


x* 警察 の AI・ 人 工 知能 の 活用 事例 ! 犯罪 発生 の 時 間 を 予測 し 防犯 対策 


画 外 俳 発 生 を 予測 し て パト ロー ル を 効率 化す る AI(AI smi1y 2023/3/39) 
・ 車 両 種別 の 判別 


・ 資金 洗浄 (マネー ロン ダリング ) が 疑わ れる 取引 の 情報 分 析 
・ 大 規模 イベ ント で の 不審 点 の 抽出 


出典 : https://aismiley .co.]p/ai_news/how-are-the-po1] ice-us1ng-ai / 
画 指 名 手配 被 医 者 の 過去 の 写真 か ら 現在 の 次 を 予測 する AI 


** AT を 活用 し た 犯罪 予測 の 仕組 み と は ? 治安 維持 対策 に も 貢献 (AI smi1y 2023/3/39) 
一 2029 年 より AI を 用 いた 犯罪 予測 シス テム が 稼働 開始 ? 
画 警 察 庁 で は すでに AI の 実証 実験 が 始ま っ て いる 

画 混 罪 予 防 に AT を 導入 する の は リス ク を 伴う ? 


出典 : https://aismiley .co. jp/a1i_news/crime-prediction-ai/ 


警察 庁 


警察 庁 は 2918 年 頃 か ら Ai 導 入 を 進め て いる 
** |「 AT 刑事 」 誕 生 す る ?…' 警 察 庁 が 実証 実験 日 経 2018 年 9 月 4 日 29:56 
https : //www . nikkei . com/article/DGXMZ034986719U8A999C1CC1990/ 


実証 実験 の 内 容 は 「 自 動車 の 車種 判別 」「 疑 わし い 取 引 の 分 析 」「 不 審 者 ・ 不 審 物 の 抽出 」 の 3 項目 。 費 
用 と し て 2919 年 度 の 概算 要求 に 1 億 4 千 万 円 を 計上 し た 。 警察 庁 が 本 格 的 に AI の 実験 に 取り 組む の は 初め 
穫 


xx 2621 年 5 月 29 日 警察 庁 S N S 解 析 シ ステ ム 導 入 へ 共同 

https : //]jp.reuters.cCom/article/1dJP2921952991992137 

「 警 察 庁 は 、 容 疑 者 側 の 会 員 制 交流 サイ ト (SNS ) を 人 工 知能 ( 
する 捜査 シス テム の 導入 を 決め た 。 関係 者 が 2 9 日 明らか に し た 


を つなぐ 「 犯 罪 イ ン フ ラ 」 と し て 使わ れ て いる 側面 が あり 、 指 示 役 
び 付 ける 考え だ 。 


で 解析 し 、 人 物 の 相関 図 を 作成 
は 特殊 詐欺 な ど で 多 数 の 関与 者 


A+ ) 
SNS 
を 含む 組織 の 全体 像 を 解明 、 摘 発 に 結 


xx ヤフー、 電 通 デ ジタル 、PARTY が 、 警察 
庁 と 連携 し て 、 AI に より 指名 手配 被疑 者 の 
過去 の 写真 か ら 今 の 姿 を 予測 する プロ ジェ 
クト 「TEHATI ( て は い ) 」 を 公開 2921/16 
現在 、 当 該 サ イト は 閉鎖 ? 

https : //about . yahoo.co.〕p/pr/release/2929/99/39a/ 下記 の WM に 記録 が ある 。 

https : //web.archive.org/web/29211996231825/https : //richad . yahoo. co . jp/tehai/ 

https : //www . youtube . com/watch?v=uMeBc4n60KO 

xx 資金 洗浄 な か ど 「 疑 わし い 取 引 」ATI が 分 析 … 摘 発 事例 を 学習 し て 選別 2021/19/25 15:99 


マネ ー ロ ンダ リン グ (資金 洗浄 ) な どの 可能 性 が ある 「 疑 わし い 取 引 」 に つい て 、 警 察 庁 は 
来年 3 月 に も 、 人 工 知能 ( A 1 ) を 活用 し た 分 析 を 始め る 。 年 間 4 9 万 件 超 の 届け 出 か ら 犯 
俳 性 が 高い も の を 自動 的 に 選別 し 、 業 務 の 効率 化 を 進め る 。 


少し で も 心当たり が あれ ば ] 
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** 防衛 白書 2921 
httDps : //www . mod. go .]D/]/pub11ication/wp/wp2921/htm1/n13919109090. htm1 


「 い わ ゆ る 人 工 知 能 (AI ) 技術 は 、 近 年 、 急 速 な 進展 が み ら れ る 技術 分 野 の 一 つ で あり 、 軍事 分 野 に お いて は 、 指 揮 ・ 意 
思 決定 の 補助 、 情 報 処 理 能 力 の 向上 に 加え て 、 自 律 型 無人 機 へ の 搭載 や サイ バー 領域 で の 活用 な ど 、 影 響 の 大 き さ が 指摘 
され て いる 。 


** 新 技術 短期 実証 事業 (2029) 
httDps : //www . mod. go .]p/at1a/rap1d.htm1 


「 新 技術 短期 実証 事業 で は 、 部 隊 等 が 担える 課題 の 速やか な 解決 の た め 、 民 間 の 技術 者 と 運用 者 が 一 体 と な り 、 民 生 に お 
いて 実用 化 レ ベル に ある 先端 技術 の 有効 性 を 実証 し 、 3 年 程度 の 短期 間 で 実用 化 を 推進 し ます 。 ま た 、 本 事業 の 成果 の 民 
間 市 場 で の 活用 等 に より 、 防 衛 向け 製品 価格 や 維持 費 の 抑制 も 追求 し ます 。」 


** 「 防 衛 省 に お ける AI に 関す る 取組 」 令 和 4 年 4 月 
https : //www8 . cao . go. jp/cstp/a1/senryaku/9kai/siryo7.pdf 


「 防衛 省 と し て も AI 技術 が ゲー ムチ ェ ン ジャ ー に な り 得 る も の と 考え て お り 、 重 点 的 な 投資 を 進め 、 防 衛 用 途 で の 実装 を 
早期 に 実現 する こと か が 必要 」 


別紙 に 追記 し た 防 


防衛 省 に お ける Al に 関す る 取組 ② 


衛 省 の 取組 


Al に よる 利 活用 の 基礎 
と な る デジ タル ・ ツ イ 
ン の 構築 


政府 機関 に お ける Al の 
導入 促進 に 向け た 推進 
体制 の 強化 と 、 そ れ に 
よる 行政 機能 の 強化 ・ 
改善 


我が国 な ら で は の 課題 
に 対処 する Al と 我が国 
の 強み の 融合 の 追求 


装備 品 等 の 研究 開発 に お ける DX 
の 推進 


ヒュ ー マ ン ・ デ ジタル ・ ツ イン 
を 教育 訓練 ・ 診 断 に 活用 する た 
め の 研 究 開 発 の 推進 


AI アド バイ ザー (役務 ) に よる 
Al 活用 検討 の 支援 を 行い 、 自 衛 
隊 の 活動 へ 寄与 


自衛 隊 の 活動 へ の Al 活用 推進 の 
た め Al 基 礎 講習 を 実施 


我が国 の 防衛 に 資す る Al 技術 の 
適用 に 関す る 研究 の 推進 


装備 品 等 の 研究 開発 に お いて 、 設 計 、 数 値 解析 、 実 験 等 の 各 段 階 に お い 
て デジ タル ツイ ン 、 デ ジタル スレ ッ ド 等 の 導入 及び その 運営 に 必要 な 体 
制 強化 を 図る 。 


行動 ・ 神 経 系 の デー タ と 神経 科学 的 知見 に 基づい て ヒト の デジ タル ・ ツ 
イン を 構築 し 、 教 育 訓 練 や 診断 治療 へ の 応用 の た め の 研 究 開発 を 推進 す 
る 。 


Al 活用 促進 の た め 、 役 務 支 援 に より AI アド バイ ザー を 契約 し 、 各 機関 の Al 
活用 方 針 、 運 用 ・ 検 証 体制 、 事 業 計画 等 に 助言 を 行う と と も に 、Al 活 用 に 
係る ガバ ナン ス 、 人材 、 デ ー タ な ど に 関す る 方 針 検討 を 行う 。 


Al 活用 促進 の た め 、 各 機関 の 職員 に 対し 、T リ テラ シー、Al、 デ ー タ サイ 
エン ス に 関す る 基礎 講習 や 、Al の 画像 処理 等 の 実務 講習 を 実施 する 。 


自衛 隊 、 装 備品 等 の 能力 強化 を 図る た め 、 指 揮 統 制 、 探 知 ・ 識 別 、 自 律 
化 、 後 方 支援 等 の 分 野 へ の Al 技術 の 適用 に 関す る 研究 を 行う 。 


| 還 還 還 還 還 還 還 還 間 K<CCDi 
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実際 に は 世論 操作 に 利用 する こと が 検討 され て いる 

** (共同 ) 防 衛 省 、 世 論 工作 の 研究 に 着手 …'Ar 活 用 、SNS で 誘導 

「 防衛 省 が 人 工 知能 (AI ) 技術 を 使い 、 交 流 サ イト ( SNS ) で 国内 世論 を 
誘導 する 工作 の 研究 に 着手 し た こと が 9 日 、 複 数 の 政府 関係 者 へ の 取材 で 
分 か っ た 。 イ ンタ ーネット で 影響 カ が ある 「 イ ン フ ル エ ン サ ー」 が 、 無 意 
識 の うち に 同省 に 有利 な 情報 を 発信 する よう に 仕向 け 、 防 衛 政策 へ の 支持 
を 広げ た り 、 有 事 で 特定 国 へ の 敵対 心 を 醸成 、 国 民 の 反戦 ・ 護 戦 の 機運 を 困 
払拭 し た りす る ネッ ト 空 間 で の トレ ンド づく り を 目標 と し て いる 。 

中 国 や ロシア な ど は 「 情報 戦 」 に 活発 に 取り 組 お 。 防 衛 省 は 、 日 本 も この 人 だ 
分 野 の 能力 獲得 が 必要 だ と 判断 し た 。 改定 され る 安全 保障 関連 3 文書 に 
も 、 情 報 戦へ の 対処 力 向 上 を 盛り 込む 。」 

https : //nordot.app/9739175523341434882c=39559187727945729 

xx < 社説 > 防衛 省 が 世論 工作 研究 = 世論 操作 は 容認 で き な い 

https : //ryukyushimpo . jp/editorial1/entry-1632283 . htm1 

** (TBS) 防 衛 省 、 フ ェ イ クニ ュー ス 対 策 強 化 へ " AT に よる 自動 情報 収 人 機 
能 の 整備 も “世論 誘導 研究 "一 部 報道 を 否定 


https : //newsdig. て tbs .co.]pD/articles/-/227448 


時 o9rr 


4 


防衛 省 
s ビッ グ デ ー タ の 収集 
e 防衛 問題 で 影響 力 が あり そう な 
[イン フル エン サー」 を 特定 


4 
頻繁 に 閲覧 する SNS や 
サイ ト に 情報 を 流し 、 
防衛 省 に 有利 な 発信 を する よう 
イン フル エン サー へ 仕向 ける 


h、 2 
e SNS に 意図 し た 四 
トレ ンド を 作り 出す 
e 爆発 的 に 広がる よう 情報 操作 
h、 2 


防衛 省 に 有利 な 世論 
特定 国 へ の 敵対 必 
反戦 ・ 砂 戦機 運 の 払拭 。 目 


T5 つ うつ う 5 つも 5 つう ⑮ ト ⑮3 ト 5⑮15⑮kb93 ヨ 3 ワ 2zb トド トド b ド upb ド upb5pbpbpbpbubb レ ggb ヘ ベト u 


0 生 陸 間 還 間 02 2 還 2 半 402 


2022/19/19 95:690 
https : //Www . yoOm1ur1i .CO.]D/pol1it1ics/29221919-0YT1T59992/ 


「 政府 は 、 先 端 の 民生 技術 を 防衛 分 野 で 活用 する た め 、2 9 2 4 年 度 に も 防衛 装備 庁 に 研 
究 機 関 を 新設 する 方 針 を 固め た 。 A 1 ( 人工 知能 ) や 無人 機 な ど 、 今 後 の 戦 い 方 を 左右 す 
る 技術 研究 を 発掘 し 、 財 政 支 援 す る 。 軍事 と 民生 双方 で 活用 で きる 先端 技術 の 「 デ デュアル 
ユー ス (両用 ) 」 の 研究 を 装備 品 開発 に つなげ る 狙い だ 。」 


| 新 研究 機関 は 、 大 手 か ら 新 興 ま で 広範 な 企業 や 研究 機関 、 大 学 な ど を 対象 に 中 長期 的 な 
研究 費 の 支援 を 行う 方 向 だ 。 公 募 の ほか 、 研 究 機関 側 か ら 支 援 を 打診 する こと も 想定 す 
る 。 将来 的 に は 、 年 1 履 円 規模 の 支援 を 目指 す 。」 


T5 つ うつ も 5 つ |"? ヵ ?h| ト ペラ ワラ 3 ラ 3 ド ヨ ド ペ ミ モ キモ キモ ド ト 10 ト k05 も トト bk トド トド b ト ド ト ドド b ド ポ ド vG 
條 務 省 


** 軍事 領域 に お ける 責任 ある Ar 利用 ( REAIM ) イニ シア チ ブ 

httDps : //www .mofa.go.]p/mofa]/ga1ko/arms/page23_994201 . htm1 

軍事 領域 に お ける 責任 ある AI 利用 ( Responsib1e Artificia] Tnte11igence in the Mi1itary 

Domain ( REAIM ) ) 」 と は 、2922 年 、 技 術 の 急速 な 発展 を 踏ま そえ 、 人 工 知 能 (AI ) の 責任 ある 軍 

事 利 用 に つい て 国際 的 な 理解 を 深め る こと を 目的 に 、 オ ラン ダ 政 府 が 主導 し た 議論 の テー マ 。 
2023 年 2 月 16 日 及び 17 日 、 オ ラン ダ の ハー グ に お いて 、 オ ラン ダ 及 ブ び 韓国 の 共催 に より 、 

「 軍 事 領域 に お ける 責任 ある AI 利用 ( REAIM ) 」20923 年 サミ ッ ト が 開催 され 、 政 府 代 表 の ほか 、 

学術 機関 、 シ ンク タン ク 、 産 業界 、 市 民 社 会 組織 の 代表 が 出席 し 、REAIM 宣 言 が 発表 され た 。 我 

が 国 か ら は 、 還 0022 84 し 、 外 務 省 及び 防衛 省 か ら な る 代表 団 が 参加 し 、REAIM 

宣言 へ の 支持 を 表明 。 


第 二 回 REAIM サ ミッ ト は 、 韓 国 に お いて 開催 され る 見 込み 。 


條 務 泊 


REIM 宣 言 支持 表明 国 ・ 地 域 69 ( 2923 年 2 月 16 日 時 点 ) 

https : //www .mofa.go.]p/mofa]/files/199465549.pdf 

外務 省 サ イト に は 英文 し か な い 。 下記 に 機械 翻訳 の まま で す が 、 日 本 語 訳 を 置い て あり ます 。 
https://pilot.]ca.apc.Org/nextcloud/index . php/s/wGt3BGSBQObsbspn 

民間 や 学術 機関 を Ar 軍事 利用 に 巻き 込む こと の 必要 性 が 協調 され て いる 


「 我 々 は 、AI を 適時 に 採用 し な か っ た 場合 、 軍 事 的 に 不利 に な る 可能 性 が あり 、 十 分 な 研究 、 テ スト 、 
保証 が な いま ま 早 急 に 採用 し た 場合 、 不 慮 の 損害 を も た ら す 可能 性 が ある こと を 認識 する 。 我々 は 、 リ 
スク 軽減 の た め の 実 践 と 手順 に 関す る 教訓 の 交換 を 増やす 必要 が ある と 考え る 。」 


「 我 々 は 、A エ TI シス テム の た め の デ ー タ は 、 国 際 法 、 な ら び に 関連 する 国内 、 地 域 お よび 国際 的 な 法 的 枠 
組み お よび デー タ 標 準 に 合致 する 方 法 で 、 必 要 に 応じ て 収集 、 使 用 、 共 有 、 保 存 お よび 削除 され る べき 
で ある こと を 確認 する 。」 


「 国 家 が 軍事 領域 に お ける 責任 ある AI に 関す る 国家 的 な 枠組 み 、 戦 略 、 原 則 を 策定 する こと を 求め る 」 
「 我 々 は 、 民 間 企 業 に 対し 、 軍 事 領域 に お ける AI の 責任 ある 利用 を 支援 ・ 促 進 す る こと を 求め る 。」 


T5 つ うつ 5 も 5 つ 5⑮ ト pu ドキ 5 キキ まま ド ぱ ド ぱ ド ト 5 ミド ガ ゾ ガ ハ ガ 』 ヅ ゾ {1{qli〒i〒 ま †〒 キ 〒 ギ キ {†《 
(海外 ) 


JETRO: 生成 At サー ビス に 社会 主義 核心 価値 観 の 反映 を 要求 、 管 理 弁 法 の 意見 募集 開始 (中 国 ) 

https : //www . jetro.gO. 浅生 生 RS 

国家 互 隊 承 信息 か 公 室 基 十 《 生 成 式 人 工 知能 服 却 管理 少 法 ( 征 求 意 旧 稿 ) 》 公 電 征 求 意見 的 通知 

計時 RS 

本 措置 で いう 生成 型 人 工 知 能 と は 、 ア ル ゴ リ ズム 、 モ デル 及び ルー ル に 基づい て テキ スト 、 画 像 、 音 声 、 映 像 、 
コー ド 及 びそ の 他 の コン テン ツ を 生成 する 技術 を いう 。 

生成 型 人 工 知 能 を 用 いて 生成 され る コン テン ツ は 、 社 会 主義 の 核心 的 価値 を 反映 し 、 国 家 権 力 の 転覆 、 社 会 主義 体 


制 の 転 緒 、 分 離 独立 の 扇動 、 国 民 統 合 の 損なわ れ 、 テ ロリ ズム 、 過 激 主義 の 促進 、 民 族 憎悪 、 民 族 差 別 、 暴 力 、 わ 
いせ つ ・ ポ ル ノ 情 報 、 虚 報 、 経 済 秩 序 や 社会 枚 序 を 乱す お それ の ある コン テン ツ を 含ま な いこ と 。 


アル ゴリ ズム 設計 、 学 習 デ ー タ 選択 、 モ デル 生成 ・ 最 適 化 、 サ ービス 提供 の 過程 に お いて 、 人 種 、 民 族 、 信 条 、 
国 、 地 域 、 性 別 、 年 齢 、 職 業 等 に よる 差別 を 防止 する た め の 措 置 を 講じ る 。 


知 的 財産 権 と ビジ ネス 倫理 を 尊重 し 、 ア ル ゴ リ ズム 、 デ ー タ 、 プ ラッ ト フ ォ ー ム 等 の 利点 を 利用 し て 不正 競争 を 実 
施す る こと を 控え る こと 。 


生成 型 At を 用 いて 生成 され る コン テン ツ は 、 真 実 か つ 正 確 で ある べき で あり 、 虚 偽 の 情報 の 生成 を 防止 する た め の 
措置 を 講じ る こと 。 


他 者 の 正当 な 利益 を 尊重 し 、 他 者 の 心身 の 健康 へ の 害 、 肖 像 権 ・ 名 準 権 ・ 個 人 の プラ イバシー へ の 損害 、 知 的 財産 
権 へ の 侵害 を 防止 する 。 個人 情報 お よび プラ イバシー・ 企 業 秘密 の 不正 な 取得 、 開 示 、 利 用 を 禁止 する こと 。 


T5 つ うつ う 5 つう つう bpbpb ド トト bb⑮⑮⑯bbu ト ヨド トド ペ ト : ト : ::: ト 
(海外 ) 


社会 主義 の 桜 心 的 価値 

第 18 回 党 大 会 は 、 富 強 、 民 主 、 文 明 、 調 和 、 自 由 、 平 等 、 正 義 、 法 治 、 愛 国 心 、 勤 労 末 重 、 誠 実 、 友 好 
を 提唱 し 、 社 会 主義 核心 価値 観 を 積極 的 に 育成 し 実践 する こと を 提案 し た 。 富 強 、 民 主 、 文 明 、 調 和 は 
国家 レベ ル の 価値 目標 、 自 由 、 平 等 、 正 義 、 法 治 は 社会 レベ ル の 価値 志向 、 愛 国 心 、 勤 労 尊重 、 誠 実 、 
友好 は 国民 個人 レベ ル の 価値 指針 で あり 、 こ の 24 の 言葉 は 社会 主義 核心 価値 観 の 基本 的 内 容 で ある 。 


https : //baike .baidu.com/item/%E 7%A4%BE%E4%BC%9A%E4%B8%BB%E4%B9%89%E6%A9%B8%E5%BF%83%E4%BB 
%B7%E5%89%BC%E8%A7%82/3271832 


エッ エ ヤ KC ヤ CK ヤ エ ヤ 所 や ヤリ 5 や 55 や ヤキ ヤキ ヤキ ョ ね や ね キ ね h ゎ つつ フウ ヴ ギ や ギ +{[| う WW 
目 民 品 


xx 「AT ホワ イト ペー パー へ AI 新 時 代 に お ける 日 本 の 国家 戦略 て 」 

2023 年 4 月 自民 党 デ ジタル 社会 推進 本 部 

AI の 進化 と 実装 に 関す る プロ ジェ クト チー ム 

https : //storage. 1m1n.]D/pdf/news/policy/2095892_1.pdf 

「AI が 優れ た 性 能 を 発揮 する た め に は 、 十 分 な 量 と 質 の デー タ に よる 学習 が 必要 と な る 。 し か し な が ら 、 我 
が 国 で は 前 述 の IMUD の ラン キン グ が 示し て いる よう に 、 政 府 の 統計 デー タ な ど デ ー タ 資源 の 集積 が 進ん で お 
ら ず 、 デ ー タ の 利 活用 が まっ た く 不 十分 で ある 。 ま た 、 国 民 皆 保険 の も と で 薔 積 さ れ た 高 品 質 な 医療 デー タ 
な ど 、 本 来 日 本 が 国際 的 な 強み を も つ 分 野 に お いて も 、 シ ステ ム ご と に フォ ー マ ッ ト が 統一 され て いな いな 
どの 理由 で 連携 が で きず 、 十 分 に 利 活用 で き な い 状況 が 続い て きた 。」 


「 近 年 、 基 盤 モ デル AI に 関連 し て 浮上 し て いる 重要 な 課題 が 、 学 習 に 用 いら れ た デー タ の 偏り に よる 文化 
的 ・ 地 域 的 な 格差 ( バイ アス ) で ある 。 例 えば 、 海 外 の 画像 生成 AI サー ビス を 利用 し て 日 本 に 関す る 絵 を 


生成 し よう と 思っ て も 、 日 本 の 映像 資料 や 文化 的 背景 な ど 日 本 に 関す る デー タ が 十分 に 学習 され て いな いこ 
と に より 、 な か な か 思い 摺 く 絵 に 辿り 着け な い 事 象 な ど が 報告 され て いる 。 国際 的 に 日 本 に 関連 する 処理 に 
お いて AI の 性 能 が 劣る こと と な れ ば 、 そ の 影響 は 日 本 の 経済 競争 力 に 直結 し うる 。 早急 に こう し た 現状 を 
是正 する 必要 が ある 。」 


目 民 品 


xx 「AT ホワ イト ペー パー へ AI 新 時 代 に お ける 日 本 の 国家 戦略 て 」 


「 行政 分 野 で の 徹底 し た AI の 利 活用 は 、 行 政 サ ービス の 質 向 上 と 効率 化 の 観点 か ら 計 り 知 れ な 
い 社 会 的 便益 を も た らし うる 。AI の 導入 を 通じ 、 よ り 個 別 最適 化 さ れ た 行政 サー ビス の 提供 
や 、 よ り 精 な 政策 の 効果 測定 な ど が 可能 と な り 、 本 格 的 な EBPM の 可能 性 が 広がる こと が 期待 
され る 。 ま た 、 人 日 減少 に よる 働き 手 不足 と 厳し い 財 政事 情 に 直面 する 我が国 に お いて は 、AI 
を 用 いて 無駄 を 排 し 、 人 に よる 作業 を で きる 限り 効率 化し て いく 必要 性 は 益々 高まっ て いる 。」 


「 自治 体 行 政 サ ービス は も ちろ ん の こと 、 運 輸 交通 、 医 療 ・ 介 護 、 農 業 、 発 電 、 金 融 な ど 市 民生 
活 に 関わ る あら ゆる 場面 で 行政 、 民 間 事 業者 、 市 民 が 連携 し て AI 実装 の 可能 性 を 真剣 に 模索 す 
る こと は 、 財 政 難 と 人 上 口 減少 が 進む 地方 都市 に お いて こそ 、 大 きか な 効果 を 発揮 し うる 。 


また 、 こ の よう な AI・ ス マー トシ ティ 構想 を 進め る 上 で は 様々 な 規制 緩和 を 通じ た 政策 的 恩典 
が 認め られ る 特区 制度 の 活用 を 有力 な 選択 肢 と し て 奨励 し て いく べき で ある .」 


エッ エ ヤ KC ヤ CK ヤ エ ヤ 所 や ヤリ 5 や 55 や ヤキ ヤキ ヤキ ョ ね や ね キ ね h ゎ つつ フウ ヴ ギ や ギ +{[| う WW 
目 民 品 


*x* 「A]T 小 ワ イト ペー パー< へ AI 新 時 代 に お ける 日 本 の 国家 戦略 て 」 

教育 分 野 に お ける AI 利 活用 に 関す る 指針 の 整理 

か つて 、 イ ンタ ーネット や 検索 サー ビス 等 の 普及 が 学校 教育 に 影響 た を 与え た が 、ChatcGPT の よう な 基 
盤 モ デル AI が 及ぼ す 影 響 は それ 以上 と な る 。 イ ンタ ーネット 等 に よっ て 、 生 徒 は 大 量 か つ さ ま ざ ま 
な 情報 に 容易 に アク セス する こと が で きる よう に な り 、 学 習 の 手法 も 多様 化し た 。 大 規模 言語 モデ ル 
の AI は それ ら の 点 で 更に 発展 し た 機能 を 発揮 する た め 、 学 習 手法 が 更に 多様 化す る と いっ た 良い 影 
響 も あたえ る 。 

し か し 、 一 方 で 作文 な どの 課題 を AI を 使っ て 一 瞬 で 完成 させ る よう な こと が 容易 に な る こと か ら 、 
生徒 に よっ て は 学習 意欲 を 損なう 要因 と な る こと も 考え られ る 。 

海外 で は 、 小 学校 で 大 規模 言語 モデ テル の 利用 を 禁じ る と いっ た さま ざま な 動き が ある が 、 我 が 国 の 教 
育 行政 に お いて は 、 こ の よう な AI の 取り 扱い に 対し て 定まっ た 方 針 は 未だ 確立 され て いな い 。 ま 

た 、 学 習 内 容 そ の も の に つい て も 、A ム I の 進展 を 踏ま えた 対応 が 必要 と な る こと も 想定 され る 。 


# 教育 現場 へ の 生成 AI 導入 に つい て は 、 判 断 が まだ で き て いな い 。 


目 民 品 


xx |「AT ホワ イト ペー パー へ AI 新 時 代 に お ける 日 本 の 国家 戦略 て 」 
AI の 導入 を 通じ 、 よ り 個別 最適 化 さ れ た 行政 サー ビス の 提供 
より 詳細 な 個人 デー タ を 行政 が 把握 する こと が 前 提 に な る 


通 、 医 療 ・ 介 護 、 農 業 、 上 民間 事業 
民 


# 市 民 が 異議 申し 立て の 主体 に な る 可能 性 より も 、 市 民 を 行政 の 政策 を 実現 する た め の 手 足 と し 
て 動員 する 構図 


T5 つ うつ う 5 つも 5 つ 5 つ |?3⑮| ド トド ト 19gpDpb buO コ DubOuObp ド pp ポポ ポポ ※b ニ ニ q ニ ー 
さま ざま な 国際 組織 な どの 提言 


欧州 委員 会 「 人 工 知能 に 関す る 調和 の 取れ た ルー ル を 定め る 規則 の 提案 」 
2921 年 4 月 21 日 
https : //www . Soumu. goO. JpD/ma1n_content/9998267096.pdf 
ユネ スコ 人 工 知能 の 倫理 に 関す る 勧告 
2021 年 11 月 23 日 に ' 第 41 回 ユネ スコ 総会 採択 
https : //www .mext .go.]D/unesco/999/1411926_99994.htm 
OECD 人 工 知能 に 関す る 新原 則 
https : //1ega1instruments .oecd.org/ap1/down1oad/?ur1=/pub]11c/83972497-5c4a-4e23-8ba9-8e5c6eb863cc.pdf 
概要 


https : //www . oecd .org/tokyo/newsroom/forty-two-countries-adopt-new-oecd-principles-on-artificial-intel]1igence-]〕 
apanese-Version . htm 


人 工 知能 に 関す る グロ ー バ ル ・ パ ー ト ナー シッ プ (GPAr ) GPAI 閣僚 宣言 2922 
https : / /www . Soumu . go . JpD/ma1in_content/999847199.pdf 


国内 外 の 動向 及び 国際 的 な 議論 の 動向 
総務 省 2921 年 


ai as 


T5 う 5 つも 5"? ヵ ?qg|⑮⑨ ヨ ⑳9 リ †3 リ † う 〒70 ぱ n0 み 9 ト オ ニ 9 ヒト 9 ニ キ 9⑨9 ト キ ポキ ⑯ ト 0 ト モ ト ヒト ら 0 ら に に は に ニ ⑯ に こ ト 
さま ざま な 国際 組織 な どの 提言 


GPAT 概 要 


人 間 中 心 の 考え 方 に 立ち 、「 責 任 あ る AI」 の 開発 ・ 利 用 を 実現 する た め に 設立 され た 、 民 主 主 義 、 

人 権 、 包 、 多 様 性 、 イ イノベーション な どの 価値 観 を 共有 する 政府 ・ 国 際 機 関 ・ 産 業界 ・ 有 識者 等 
か ら な る 官民 多国 間組 織 で す 。G7 を 中 心 と する 15 カ 国 ・ 地 域 が 設立 メン バー 国 と な り 、2922 年 1 月 時 
点 で 25 力 国 ・ 地 域 * が GPAI に 参画 し て いま す 。 


ぃ 玉 日 本 、 オ ー ス トラ リア 、 ベ ルギー、 ブ ラジ ル 、 カ ナダ 、 チ ェ コ 、 デ ンマ ー ク 、 フ ラン ス 、 ド イ 
ツ 、 イ ンド 、 ア イル ラン ド 、 イ スラ エル 、 イ タリ ア 、 メ キシ コ 、 オ ラン ダ 、 ニ ュー ジー ラン ド 、 
ポー ラン ド 、 韓 国 、 シ ン ガ ポー ル 、 ス ロロ ヴェ ニア 、 ス ペイ ン 、 ス ウェ ー デ ン 、 英 国 、 米 国 、EU 


https : //Www . SOumu . gO . ]D/menu_news/s-news/91tsushin96_92999229 .html 

2929 年 6 月 15 日 At に 関す る グロ ー パ ル ・ パ ー ト ナー シッ プ の 設立 メン バー に よる 共同 ステ ー ト メン ト 
https : / /Www . SOumu . gO. ]D/main_content/999692918.pdf 

日 本 は 、 た ぶん 、O0ECD と GPAI の 方 針 に 最も 近く 、 ま た これ ら を 通じ て 影響 力 を 行使 し よう と し て い 


O 


ーー ホ よー オ バ ォ ニオ 0 オー パパ て エキ キー 
さま ざま な 懸念 や 批判 、 規 制 の 提言 


WHO、 健 康 の た め の 安 全 で 倫理 的 な Ar を 呼び か け 
2023 年 5 月 16 日 


世界 保健 機関 (WHO ) は 、 人 間 の 謗 福 、 人 間 の 安全 、 自 律 性 を 保護 ・ 促 進 し 、 公 衆 衛生 を 保全 する た め に 、 人 工 知能 ( AT ) が 生成 し た 
大 規模 言語 モデ ルツ ー ル (LLM ) を 使用 する 際 に 注意 を 払う よう 呼び か け て いる 。 


LLM に は 、ChatGPT、Bard、Bert な ど 、 人 間 の コミ ュ ニ ケー ショ ン の 理解 、 処 理 、 生 成 を 模 條 する 、 最 も 急速 に 拡大 し て いる プラ ッ ト 
フォ ー ム が 含ま れる 。LLM の 急速 な 普及 と 健康 関連 の 実験 的 利用 の 増加 は 、 人 々 の 健康 ニー ズ を サポ ー ト する 可能 性 に つい て 大 き な 関 
必 を 呼ん で いる 。 


し か し 、 人 々 の 健康 を 守り 、 不 公平 を な くす た め に 、 健 康 情報 へ の アク セス 改善 や 意思 決定 支援 ツー ル 、 あ る い は 資源 不足 の 環境 で の 
診断 能力 強化 の た め に LLM を 使用 する 際 に は 、 リ スク を 慎重 に 検討 する こと が 不可 欠 だ 。 


WHO は 、 保 健 医 療 従事 者 、 患 者 、 研 究 者 、 科 学者 を 支援 する た め に LLM を 含む テク ノロ ジー を 適切 に 使用 する こと に 意欲 的 だ が 、 通 常 
新しい テク ノロ ジー に 対し て 行使 され る は ず の 注意 が 、LLM で は 一 貫 し て 行使 され て いな いこ と が 懸念 され て いる 。 こ れ に は 、 透 明 
性 、 包 括 性 、 市 民 参 加 、 専 門 家 の 監督 、 厳 密 な 評価 と いっ た 重要 な 価値 観 が 広く 守ら れ て いる こと が 含ま れる 。 


未 検証 の シス テム を 先行 的 に 採用 する こと は 、 保 健 医 療 従事 者 の ミス に つなが り 、 患 者 に 危 書 を 及ぼ し 、AI に 対す る 信頼 を 損ない 、 そ 
れ に よっ て 世界 中 の そう し た テク ノロ ジー の 湯 在 的 な 長期 的 利益 と 利用 を 損 人 な う て あ る いい は 温 ら せる ) と と に な りか ね な い 。 


間 
さま ざま な 懸念 や 批判 、 規 制 の 提 言 


テク ノロ ジー が 安全 で 効果 的 か つ 備 理 的 な 方 法 で 使用 され る た め に 必要 な 厳格 な 監督 機能 を 求め る 懸念 は 、 以 下 の 通り で ある : 


AI を 訓練 する た め に 使用 され る デー タ が 、 健 康 、 公 平 性 、 包 括 性 に リス ク を も た ら す 可能 性 の ある 誤解 を 招く 、 ま た は 不正 確 な 情報 を 生成 す 
る 可能 性 が ある こと 
LLM は 、 エ ンド ユー ザー に と っ て 権威 が あり 、 も っ と も らし く 見 える 回 答 を 生成 する が 、 こ れ ら の 回 答 は 、 特 に 健康 関連 の 回 答 で は 、 完 全 に 間 
違っ て いた り 、 深 刻 な 誤り を 含ん で いた りす る こと が ある !』 
LLM は 、 その よう な 使用 に つい て 事前 に 同意 が 得 られ て いな い デ ー タ に 対し て 学習 する 可能 性 が あり 、LLM は 、 ユ ー ザ ー が 応答 を 生成 する た め 
に アプ リケーション に 提供 する 機密 デー タ (健康 デー タ を 含む ) を 保護 し な い 可 能 性 が ある こと 

LLM は 、 一 般 の 人 々 が 信頼 で きる 健康 コン テン ツ と 区 別 す る こと が 困難 な テキ スト 、 音 声 ま た は 映像 コン テン ツ の 形 で 、 非 常に 説得 力 の あ 
る 偽 情 報 を 生成 し 、 普 及 さ せる た め に 悪用 され る 可能 性 が ある 。 
WHO は 、AI や デジ タル ヘル ス を 含む お 新しい テク ノロ ジー を 活用 し て 人 々 の 健康 を 改善 する こと を 約束 する 一 方 で 、 テ クノ ロジ ー 企 業 が LLM の 商 
業 化 に 取り 組む 中 で 、 政 策 立 案 者 が 患者 の 安全 性 と 保護 を 確保 する こと を 提言 し て いる 。 


WHO は 、 個 人 、 保 健 医療 提供 者 、 あ る い は 医療 シス テム の 管理 者 や ポリ シー メー カー が 、 日 常 的 な 保健 医療 や 医療 に 広く 使用 する 前 に 、 こ れ ら 
の 懸念 に 対処 し 、 有 益 性 の 明確 な 証拠 を 測定 する こと を 提案 する 。 


WHO は 、 健 康 の た め の AI を 設計 、 開 発 、 導 入 す る 際 に 、 健 康 の た め の AI の 倫理 と ガバ ナン ス に 関す る wHO ガ イダ ンス に 列挙 され て いる よう に 、 
偽 理 原則 と 適切 な ガバ ナン ス を 適用 する こと の 重要 性 を 改め て 強調 する 。WHO が 特定 し た 6 つの コア 原則 は 以下 の 通り 。 (1 ) 自律 性 を 保護 す 
る 、 (2 ) 人 間 の 幸福 、 人 間 の 安全 、 公 共 の 利益 を 促進 する 、 (3 ) 透明 性 、 説 明 可 能 性 、 理 解 可能 性 を 確保 する 、 (4 ) 責任 と 説明 責任 を 促進 


する 、 (5 ) 包括 性 と 公平 性 を 確保 する 、 (6 ) 応答 性 が 高く 持続 可能 で ある AI を 促進 する 。 


っ ララ 人 人 プー 
さま ざま な 懸念 や 批判 、 規 制 の 提言 


人 工 知能 に 関す る 普遍 的 な ガイ ドラ イン (Pub1ic Voice) 
https : //www . ]Ca. apc .Org/]ca-net/]a/node/120 
2918 年 19 月 23 日 ブリ ュ ッ セル 、 ベ ルギー 


人 工 知 能 の 新た な 発展 は 、 科 学 や 産業 か ら 行 政 や 金融 に 至る まで 、 世 界 を 大 きく 変え つつ あり ま 
す 。 AI に よる 意思 決定 の 台頭 は 、 公 平 性 、 説 明 責 任 、 透 明 性 と いっ た 基本 的 な 権利 に も 関わ り ま 
す 。 現代 の デー タ 分 析 は 、 雇 用 、 住 宅 、 信 用 、 商 取引 、 刑 事 判決 な ど 、 人 々 の 実生 活 に 影響 を 与 
える 重要 な 結果 を 生み 出し ます 。 こ れ ら の 技術 の 多く は 完全 に 不透明 で あり 、 決 定 が 正確 で あっ 
で 上 で あっ た か が 、 あ る り 目 分 に 関す る も の で あっ た か と う 当 と え 、 個人 に は ね わからない 
まま で す 。 


私 た ち は 、AI の 設計 と 使用 に 関す る 情報 を 提供 し 、 改 善 す る た め に 、 こ の ユニ バー サル ・ ガ イド 
ライ ン を 提案 し ます 。 本 ガイ ドラ イン は 、AI の 利点 を 最大 限 に 生か し 、 リ スク を 最小 限 に 抑え 、 
人 権 の 保護 を 確保 する こと を 目的 と し て いま す 。 こ れ ら の ガイ ドラ イン は 、 備 理 基 準 に 組み 込ま 
れ 、 国 内 法 や 国際 協定 に 採用 され 、 シ ステ ム の 設計 に 組み 込ま れる べき で ある 。 私 た ち は 、Ar 
シス テム の 主たる 責任 は 、 こ れ ら の シス テム に 資金 を 提供 し 、 開 発し 、 展 開 す る 機関 に ある べき 
だ と 明確 に 述べ ます 。 


間 
さま ざま な 懸念 や 批判 、 規 制 の 提 言 


人 工 知能 に 関す る 普遍 的 な ガイ ドラ イン 

1 透明 性 に 対す る 権利 。 す べ て の 人 は 、 自 分 に 関係 する AI の 決定 の 根拠 を 知る 権利 が あり ます 。 こ れ に は 、 結 果 を 生み 出し た 要因 、 
論理 、 お よび 技術 へ の アク セス が 含ま れる 。 

2 人 間 に よ る 決定 の 権利 。 す べ て の 個人 は 、 人 に よる 最終 決定 を 受け る 権利 を 有する 。 

3 識別 の 義務 。Ar シ ステ ム に 責任 を 持つ 機関 は 、 一 般 に 公表 され な けれ ば な ら な い 。 

4 公平 性 の 義務 。 機関 は 、 Ar シス テム が 不当 な 偏見 を 反映 し た り 、 許 され な い 差 別 的 判断 を し な いよ うに し な けれ ば な ら な い 。 


5 評価 と 説明 責任 の 義務 。AIT シ ステ ム は 、 そ の 目的 ・ 目 標 、 メ リッ ト 、 リ スク を 十分 に 評価 し た 上 で 導入 すべ き で ある 。 機関 は 、A 
シス テム に よっ て な され た 決定 に 責任 を 持た な けれ ば な ら な い 。 


6 正確 性 、 信 頼 性 、 お よび 妥当 性 の 義務 。 機関 は 、 意 思 決 定 の 正確 性 、 信 頼 性 、 お よび 妥当 性 を 確保 し な けれ ば な ら な い 。 

7 デー タ 品 質 の 義務 。 機関 は 、 デ ー タ の 出所 を 確立 し 、 ア ル ゴ リ ズム に 入力 され る デー タ の 品質 と 関連 性 を 保証 し な けれ ば な ら な 

い 1。 

8 公共 安全 の 義務 。 教育 機 関 は 、 物 理 的 な 装置 を 指示 また は 制御 する At シス テム の 導入 に よっ て 生じ る 公共 安全 の リス ク を 評価 し 、 
管理 を 実施 し な けれ ば な ら な い 。 


9 サイ バー セキ ュ リ ティ の 義務 。 教 育 機 関 は 、 サ イ バ ー セ キュ リティ の 脅威 に 対す る At シス テム の 安全 性 を 確保 し な けれ ば な ら な 
い 。 


19 秘密 の プロ ファ 1 秘密 の プロ ファ イリ ング シス テム を 構築 また は 維持 し て は な ら な い 。 


11 一 元 的 な スコ アリ ング の 禁止 。 い か な る 国家 政 誰 も 、 そ の 国民 また は 居住 者 に 関す る 汎用 的 な スコ ア を 確立 また は 維持 し て は な ら 
な い 。 


12 終了 の 義務 。 AI シス テム を 構築 し た 機関 は 、 人 間 に よ る シス テム の 制御 が 不可 能 に な っ た 場合 、 そ の シス テム を 終了 させ る 積極 的 
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何 を すべ き 2? 何 が で きる ? 


政府 や 民間 企業 な どの 取り 組み の 特徴 


2 「 利益] 、「 国 益 」 の 最大 化 、 国 際 ル ー ル で 主導 
を と る 


下 業 = 市 場 の 「 利 益 」、 市 場 文 配 
これ ら は 私 た ちの 権利 (人 権 ) を 最大 化す る よう に は 作用 し な い だ ろ 


つ o 


国益 、 企 業 益 が 人 々 の 普遍 的 な 権利 と 一 致し な いこ と を 前 提 に し 
て 、AI に 関す る 私 た ちの 観点 を 明確 に する こと が 必要 。 


何 を すべ き ? 何 が で きる ? 


・ 基 本 原則 を た て る 


原則 に よっ て 政策 や 制度 、 シ ステ ム の 設計 な ど 一 連 の 仕組 み 
を 評価 、 判 断 


一 人 で も で きる 行動 は 何 か 

小さ な グル ー プ で も で きる 行動 は 何 か 
・ 大きな 組織 が 担う べき 行動 と は 何 か 
・ 国 際 的 な 連携 を どう 作る か 


